
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書   

学 校 名       関市立南ヶ丘小学校  

実 施 期 間 平成２６年１１月１日（土）～１１月２９日（土）  

実 施 概 要 
①地域の方・保護者を招いた児童集会「なかよし元気まつり」 
②校区の各施設との交流 
③授業参観にて地域や保護者に授業公開 

実 施 内 容 

学習・取組の分野 
 □自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他  

公開の方法 
 ☑授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 ☑地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者    ７１   人 

計    １２９人 
地域関係者    ５８   人 

実 施 状 況 

○青少年育成協議会及び地域住民によるあいさつ運動（１１ /５～７）  
 青少年育成協議会主催であいさつ運動をＰＴＡ及び地域住民参加によっ  
て実施した。ハイタッチなどして登校児童とふれあいが行われた。  

○保護者・地域の方を招いた「なかよし元気まつり」（１１／６） 
地域の方や保護者の方も招き、異年齢集団のグループに入ってボランテ

ィアとして参加していただいた。校内のいろいろな遊びコーナーを回りな
がら交流を深めた。今年も、５年生が地域の方のご指導で育てたもち米の
餅つきを行い、全校でつき上げた餅をグループ毎に食べて交流を深めた。  

 
○菊をプレゼント（１１／８～１１月末） 
 ４年生が１学期から育ててきた菊を、桐が丘幼稚園、南ヶ丘保育園、倉知交番
に届け、２週間ほどかざっていただいた。 
 
○中濃特別支援学校との交流（１１月中） 
同じ学年同士、年２回の交流活動を継続している。１１月は第二回とし

て一緒に校区内の山登りやゲーム等を実施した。    
 

○授業公開（１１／２９） 
ひびきあいの日に関連させて道徳の授業を保護者や地域の方に公開し、

学校の取組や児童の様子を見ていただいた。その際に、高学年は携帯端末
に関する資料を基に授業公開し、保護者も学びあう場をもった。  

成果及び課題 

○「子どもから元気をもらった。」と言われた地域の方や、「地域のみなさ
んと楽しく活動できて良かった。」と感想を話す子ども達から、「なかよ
し元気祭り」などの活動を通して、地域の方とのふれあいの深まりを感じ
た。 
また、それぞれの活動の際、胸に大きな名札を付けてお互いに名前

で呼び合って交流したことで、つながりがさらに深まった。こうした
ふれあいが日常の挨拶や声かけにも繋がり、子ども達は地域で、気軽
に声を掛け合えるようになったと評価をいただいている。  

○中濃特別支援学校との交流では、いっしょに手をつないで山を散策し
たり、楽しくゲームをしたりする姿から、お互いを大切にする心が高
まっていると感じた。 

 


